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データサイエンス学部長 山崎 眞見

新たな時代のニーズに応じた
学部学科の開設と運営状況
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自己紹介（山崎眞見）
大阪大学大学院（1982～1987) ：

Kaluza-Klein型理論の余剰次元コンパクト化の研究

超弦理論および膜模型の量子論の研究

日立製作所 (1987～2017)

基礎研究所（～1996）:人工知能研究グループ

ニューラルネットの記憶容量

画像認識（電子顕微鏡グループと共研）

システム開発研究所、横浜研究所（～2014)

VR, 没入映像システム開発

裸眼立体ディスプレイ技術開発

システムイノベーションセンター（2015～2017)

数理・人工知能の技術基盤リーダ
RPAへのAI技術適用を推進

横浜市立大学 (2017～)

データサイエンス学部

2

Lower

Upper

RightLeft

Lower

Upper

RightLeft

T-duality
発見者

日本物理学会
素粒子メダル
(2008)

→ テーマの変遷はあるものの根幹は、
数理科学とコンピュータ科学

VR: Virtual Reality, RPA: Robotic Process Automation
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横浜市立大学データサイエンス学部

2018年4月設置, 定員60名

首都圏初のデータサイエンス学部として、データから新た
な社会的価値を創造できる人材を育成する

現場重視を特色に掲げ、データが生まれる企業や自治体
などの「現場」における実践的な学びの機会を数多く提供
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学部長 山崎眞見

2022年3月, 初の卒業生を送り出す

統計学・情報処理・AI

実装・運用

ビジネス課題解決
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設置構想検討から卒業生輩出まで

文科省
事務相談

事前相談 設置申請
(届出)

学部開設設置団体
説明

（複数回実施）

設置構想
検討開始

高校・企業
アンケート調査

(進学実績高い55校、
採用実績ある2000社)

1期生卒業

2014年8月～ 2016年6月 2016年7月 2016年10月
2016年12月～

2017年2月 2017年4月 2018年4月 2022年3月

〇内的要因
・公立大学法人化（2005年）から約10年が経過する中で、それまでに行ってきた文理医融合や領域

横断的で実践的な教養教育等の強みを活かした更なる発展を構想
〇外的要因
・「第５期科学技術基本計画」や「横浜市オープンデータの推進に関する指針」等、

国や社会動向及び設置団体の状況等からビックデータ活用できるデータサイエンティストの人材
需要が見込。

【きっかけ】

4



横浜市立大学 2 0 2 4

設置構想検討から卒業生輩出まで

文科省
事務相談

事前相談 設置申請
(届出)

学部開設設置団体
説明

（複数回実施）

設置構想
検討開始

高校・企業
アンケート調査

(進学実績高い55校、
採用実績ある2000社)

1期生卒業

2014年8月～ 2016年6月 2016年7月 2016年10月
2016年12月～
2017年2月 2017年4月 2018年4月 2022年3月

〇内的要因
・公立大学法人化（2005年）から約10年が経過する中で、それまでに行ってきた文理医融合や領域

横断的で実践的な教養教育等の強みを活かした更なる発展を構想
〇外的要因
・「第５期科学技術基本計画」や「横浜市オープンデータの推進に関する指針」等、

国や社会動向及び設置団体の状況等からビックデータ活用できるデータサイエンティストの人材
需要が見込。

【きっかけ】

5

【課題】

〇当初構想した教育課程では、基礎科目（数学・情報）が多く、
社会との関連性が想起しづらかった。
⇒企業と連携したセミナーや科目の設置を計画するも
企業タイアップ契約が完了していないと科目として認可不可

〇当初構想では、卒業後の進路が多岐にわたり社会的ニーズとの関連が不
明確だった。
⇒就職先の分野や職種までブレストして出口戦略を明確化するも、
実際の卒業生が出るまでは不安は続く
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年度
理系
M

文系
M

理系
F

文系
F

合計

2018 31 10 16 8 65

2019 30 10 16 8 64

2020 43 4 11 5 63

2021 35 4 21 3 63

2022 44 3 17 3 67

2023 44 3 14 2 63

入学者構成（学生定員６０名）

• 文理融合を謳い学部設置し、最初の２年は一定の文系学生が入学
• 2020年のコロナ禍以降、文理比率が大幅減少
• それに同期して、男女比でも男子増加へ転じる

入学者数の男女/文理の内訳

入学者の男女/文理の比率
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2期生(19年度以前入学)の進路概況
内定率：97.1％（進路決定者の人数(66)/卒業人数(68)×100）

大学院進学/企業就職： 19人/47人

就職

( 47人, 69%)

進学

(19人, 28%)

横浜市立大学, 

14

東京医科大学, 

2

早稲田大学, 1

順天堂大学, 1

University of Texas at Dallas, 1

情報通信業, 
15

専門・技術

サービス業, 
5

人材サービ

ス業, 5

製造業, 4

運輸業, 4

生活関連サー

ビス業, 3

金融業, 2

卸売業, 1 地方公務員, 
1
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進路概況

• データ分析やシステム開発など情報関連のみならず、幅広い業種の企業へ

• 業種を超えて、DXを推進する企業・業界におけるDS学部卒業生のニーズが高い



横浜市立大学 2 0 2 4 9

ビジネス力

データエンジニアリング力狭義のデータサイエンス力

価値創出の
対象領域での
課題整理と解決力

統計・数理
知識

IT技術
プログラミング
システム構築機械学習

AI

ビジネス分析モデリング力

SE領域
スーパー

データサイエン
ティスト

広義のデータサイエンスのスキルセット
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1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 ・後期

科目

コンピュータ基礎
微積分学Ⅰ

数学実習Ⅰ

線形代数学Ⅰ

数学の基礎

PBL入門
データサイエンス倫理
プログラミングⅠ

確率入門
統計学Ⅰ

微積分学Ⅱ

数学実習Ⅱ

線形代数学Ⅱ

データ可視化法
統計学Ⅱ

データ解析演習
プログラミングⅡ

多変量データ解析
組合せ論
臨床研究・疫学入門

PBL演習(ビジネス・サ
イエンス)
サンプリング法
マーケティングデータ
分析 I
医療統計学
応用統計学Ⅰ

統計モデリングⅠ

計算機概論

ビッグデータ解析
マーケティングデータ
分析II
実験計画入門
応用統計学Ⅱ

時空間データ分析入門
最適化理論
機械学習
統計モデリングⅡ

計算機数理
調査設計論
音声言語処理

PBL演習(非構造化デー
タ)
アルゴリズム論
並列分散処理
環境データ解析論
計算機統計学

卒業研究専門領域演習

カリキュラム(データサイエンス力で分類)

履修時期

社会展開力データエンジニアリング力データアナリティクス力データ数理基礎力

PBL入門

PBL演習(ビジネス・サイエンス)
PBL演習(非構造化データ)

サンプリング法

データサイエンス倫理
ビッグデータ解析

マーケティングデータ分析 I / II
医療統計学
時空間データ分析入門

環境データ解析論
臨床研究・疫学入門

調査設計論

アルゴリズム論

コンピュータ基礎
データ解析演習

プログラミングⅠ/Ⅱ
並列分散処理
計算機数理

計算機概論
音声言語処理

データ可視化法

多変量データ解析
実験計画入門

応用統計学Ⅰ/Ⅱ
機械学習
統計モデリングⅠ/Ⅱ

計算機統計学

数学の基礎

線形代数Ⅰ/Ⅱ
微積分学Ⅰ/Ⅱ

数学実習Ⅰ/Ⅱ
最適化理論
確率入門

組合せ論
統計学Ⅰ/Ⅱ

科目
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１年生 実践的科目 (単位なし企画）
回 開催日 ご講演いただく企業

1 4月13日

2 4月20日

3 4月27日

4 5月11日

5 5月18日

6 5月25日

7 6月1日

8 6月8日

9 6月15日

10 6月22日

11 6月29日

12 7月6日

13 7月13日

11

投影のみ
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１年生 「PBL入門」(正式科目)
回 開催日 ご講演いただく企業

1 9月26

2 10月3日

3 10月10日

4 10月17日

5 10月24日

6 10月31日

7 11月7日

8 11月14日

9 11月21日

10 11月28日

11 12月5日

12 12月12日

13 12月19日

14 1月16日

15 1月23日
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完成年度経過後の23年度より、

カリキュラム改訂を実施

PBL科目として正式設置 投影のみ
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23年度派遣先実績

1. 課題解決型実習を派遣先企業内で実施

2. グループ(3名～5名)ワーク

3. 最終希望調査とグループ編成は６月以
降に実施予定

4. 日頃から派遣先企業の業務分野につい
て情報を収集しておくと，派遣先希望
を決めやすい。

5. PBL実習先の多くの企業がDSセミナーで
発表します。質疑することで会社の理
解が深まります

6. 活動実績はゼミ活動の一部に含める。

夏休みにPBL実習派遣
派遣先の希望調査について

# 会社名(50音順)
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

投影のみ
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PBL実習協力企業の開拓と運用
• PBL実習実施形態のパターンを定義

実績追体験型、解決プロセス進行型、課題未着手型など

• 受け入れ企業のハードルを下げる

• 学生の希望調査のために
実習内容を比較可能な計画書

14
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PBL実習の運用
• 事務部門の協力を受けながらの組織的な運用が必要
• 学生の振る舞いが翌年度以降の企業との信頼関係に重大影響

15
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多彩な専門分野背景を持つ教員たち
医療・生物統計 マーケティング

統計調査法

都市計画

16
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多彩な専門分野背景を持つ教員たち

数理科学

17
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多彩な専門分野背景を持つ教員たち
情報科学・機械学習

18
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文科省認定プログラムへの取り組み

対象：DS学部のみ

• 全学生向け情報科目の改善
• 共通教養の統計関連科目
• DS学部提供のオムニバス講義

• DS学部の既存科目群のみで
既に対応可能

対象：全学部生向け

プログラム認定に必要な
教育内容をDS学部の科目を
活用して認定獲得

19
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1 医療情報データを用いた疫学研究における統計的因果推論
2 マーケティングとデータ・サイエンス
3 地理空間情報の活用-ヒートアイランド現象を事例として
4 多様性・包摂性とデータサイエンス
5 統計学とAI ー人間の言葉を理解する機械の実現ー
6 純粋数学とデータサイエンス――整数論の話題を中心に

7
ビッグデータ参照モデルとデータ利活用の枠組み ー データ
基盤からデータストーリーテリング ー

8 選挙予測
9 人の行動支援に向けたデータサイエンスの活用

10 ゲノム・遺伝統計とデータサイエンス
11 組合せ論とデータサイエンス

12
分析データ蓄積・処理の技術進化 ー Google誕生によるビッグ
データ時代の到来ー

13 データサイエンスのさまざまな分野への応用
14 機械学習の理論と応用
15 都市・地域の社会課題に対するデータサイエンスの活用

数理・データサイエンス・AI(リテラシーレベル）
DS入門(オムニバス講義)

1
•社会で起きている変化
•テー゙タ・AI利活用の最新動向

2
• 社会で活用されているデータ
• テー゙タ・AIの活用領域

3
• テー゙タ・AI利活用のための技術
• テー゙タ・AI利活用の現場

4
•テー゙タ・AI利活用における留意
事項
•テー゙タを守る上での留意事項

5
•テー゙タを読む
•テー゙タを説明する
•テー゙タを扱う

審査項目をDS学部の
オムニバス講義の全学開放で

クリア

認定審査項目

カ
バ

ー

20
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数理・データサイエンス・AI(応用基礎レベル・プラス）

学生が主体性を持ち、キャリアデザインを構築することを促す指導体制をとることにより、
学びの先にある活動（社会活動もしくは研究活動）を意識した取組を実施している

データサイエンス人材育成プログラム （DS学部学生のみ対象）

科目名

線形代数学I ○

微積分学I ○

統計の数理I ○

アルゴリズム論 ○

非構造化データ ○

計算機数理 ○

プログラミング演習I ○

総合講義（DS入門） ○

科目名

データ解析演習I ○

データ可視化法 ○

ビッグデータ解析 ○

情報倫理 ○

機械学習 ○

プログラミング演習II ○

専門領域演習II ○

線形代数学II ○

科目名

微積分学II ○

集合・位相 ○

データ解析演習II ○

最適化理論 △

データマイニング △

多変量データ解析 △

応用統計学I △

DS専門科目の履修条件：必修科目○：応用基礎コア科目19科目 38単位
選択科目△：１科目2単位

21
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• データサイエンス学部の発足(18年度) から計５回開催
• 高校生、大学生、社会人の参加者
• 協賛企業(日立,ドコモ, Rejoui, NEC, Wolfram, O’Reilly,WingArc, 全日空商事)
• 後援（科学技術振興機構, データサイエンティスト協会, 情報・システム研究機構, 

統計数理研究所, 日本経済団体連合会, 文部科学省) ）

スタンフォード大学を中心として2015年から始まったジェンダーに関係なく
データサイエンス分野で活躍する人材育成を目的とした啓蒙活動

アイデアチャレンジ、ライトニングトークシンポジウム(講演、パネルディスカッション、産学連携フォーラム)

個人またはチーム
（最大 5 名。発表
は女性に限る。
チームの場合は、
半数以上が女性で
あること。） 

社会貢献活動

22
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(＊)文部科学省「超スマート社会の実現に向けたデータサイエンティスト育成事業」 

• AコースとBコースの修了生： 170名以上

• Cコース講座の受講者の延べ人数： 700名超

• 東京理科大学、明治大学、横浜市や連携企業の協力

事業期間：2018年度～2022年度

Aコース：「課題発見・解決型データサイエンティスト育成」

1年間の講座：大学学部でデータサイエンス分野を非専攻の方を対象

Bコース：「データ分析型データサイエンティスト育成」

1年間の講座：大学学部でデータサイエンス分野を専攻した方を対象

Cコース：「社会人(データエキスパート)育成」

短期間集中での講座提供

社会貢献活動
YOKOHAMA D-STEP: 
文理融合・実課題解決型データサイエンティスト育成事業(＊)

23
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社会貢献活動
YOKOHAMA D-STEP: 
文理融合・実課題解決型データサイエンティスト育成事業

「YOKOHAMA D-STEP」Ａ・Ｂコース授業科目一覧（令和4年度）

自治体と企業から提供される実課題を
グループワークで取り組む

24
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Cコース：「社会人(データエキスパート)育成」

自治体向け 社会人向け 医療関係者向け

社会貢献活動
YOKOHAMA D-STEP: 
文理融合・実課題解決型データサイエンティスト育成事業

25
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設置から6年間を振り返って

• 学生の進路先は豊富で需要高い
• 卒業生が実績残せないと期待が剥落

• PBL実習のための産学連携の持続可能性
• 組織に根付かせるシステム化が難しい

• データサイエンスの基礎力の教育は大事
• 数学・統計学・機械学習などの基礎力をしっかり
• ツールをブラックボックスにしない好奇心

• 価値創出にこだわる目的意識の徹底とデータサイエンスの実装力
• 課題ドメインの選定とデータ収集
• ソリューションまで一気通貫に見通せる俯瞰力

26
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ご清聴ありがとうございました
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